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＜本号の表紙絵＞

片倉鶴陵の夢に現れた張仲景

中国医学のバイブル「傷寒論」の原

書を著した3世紀頃の張仲景は、のち

医聖として崇められたが、もちろん実

際の肖像画などはない。

本図は世界初のシュリンゲによる鼻

茸の切除術を記載したことでも知られ

る片倉鶴陵(1751～1822)の著、「傷寒

啓微」(1792)の中巻に載る。その賛に

よると1790年の冬、「傷寒論｣の煩躁の

義を考えつつ床に就いたところ、夢に

仲景が童子を従えて現れた。鶴陵が再

拝し、煩躁の義を問わんとしたところ

目が覚めた。そこで友人の画家．寒巌

馬孟煕に托して本図を描いた、という。

図は数ある仲景の図や像の中でも、

童子を従え夢に現れた点で異色といえ

よう。（矢数道明氏所蔵本による）

（真柳誠）
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